
石
井
十
次
は
高
鍋
藩
の
藩
士
石
井
万
吉
、
乃
婦
子
の
独
り
息
子
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
貧
し
い
人
を
手
助
け
す
る
母
の
姿
を
幼
い
こ
ろ
か
ら
見

て
い
た
十
次
は
、
困
っ
た
人
を
助
け
ず
に
い
ら
れ
な
い
優
し
い
性
格
に
育

ち
ま
す
。
６
歳
か
ら
学
ん
だ
高
鍋
藩
明
倫
堂
教
育
か
ら
は
思
想
や
人
格
形

成
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
何
事
に
も
屈
し
な
い
強
固
な
意
思
と

決
断
力
を
持
ち
、
開
拓
の
精
神
に
富
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
思
い
や
り

と
情
け
深
い
心
に
厚
く
、
早
く
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
、
児
童
福
祉
、

教
育
に
専
心
す
る
生
涯
を
お
く
り
ま
し
た
。
日
本
の
社
会
救
済
事
業
の
始

祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
17
歳
の
十
次
は
医
者
を
目
指
し
て
岡
山
県
甲

種
医
学
校
（
現
在
の
岡
山
大
学
医
学
部
）
に
入
学
、
明
治
17
年
（
１
８
８

４
）
に
高
鍋
に
帰
郷
。
郷
里
の
青
年
の
た
め
に
馬
場
原
教
育
会
を
起
こ
し
、

昼
は
働
き
朝
晩
は
勉
強
し
ま
し
た
。
の
ち
に
十
次
は
学
生
五
人
を
伴
い
岡

山
市
に
帰
り
ま
す
。
学
資
を
分
か
ち
な
が
ら
、
不
足
を
補
う
た
め
に
按
摩

（
あ
ん
ま
）
を
な
ら
い
、
夜
は
笛
を
鳴
ら
し
て
街
頭
に
立
っ
た
と
い
い
ま

す
。
し
か
し
、
資
金
の
め
ど
が
立
た
ず
結
局
彼
ら
は
十
次
か
ら
離
れ
て

い
っ
た
の
で
し
た
。

明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
春
、
脳
症
の
療
養
と
医
術
の
実
地
研
究
の
た

め
岡
山
の
上
阿
知
診
療
所
で
代
診
。
四
国
巡
礼
帰
途
の
母
親
か
ら
男
児
を

一
人
、
更
に
二
人
を
預
か
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
孤
児
教
育
会
を
設
立
。

こ
れ
が
日
本
初
の
孤
児
施
設
・
岡
山
孤
児
院
と
な
り
ま
す
。

石 井 十 次

1865年生～1914年没
日本社会福祉事業の先駆者

十
次
の
精
力
的
な
活
動
は
人
々
に
感
銘
を
与
え
、
児
童
福
祉
と
い

う
概
念
と
共
に
、
徐
々
に
賛
同
者
や
協
力
者
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
善
行
は
表
彰
さ
れ
、
藍
綬
褒
章
（
ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ

う
）
を
授
け
ら
れ
、
御
下
賜
金
（
ご
か
し
き
ん
）
を
賜
る
な
ど
仁
慈

（
じ
ん
じ
）
に
浴
す
る
こ
と
数
回
に
及
び
ま
し
た
。

お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
事
を
与
え
る
満
腹
主
義
、
子
ど
も
ひ
と
り
ひ

と
り
と
向
き
合
う
密
室
主
義
、
保
育
士
を
中
心
に
子
ど
も
小
集
団
が

生
活
を
共
に
す
る
家
族
主
義
、
情
操
（
じ
ょ
う
そ
う
）
を
ゆ
た
か
に

す
る
音
楽
隊
の
設
立
な
ど
先
駆
的
な
方
法
で
、
児
童
教
育
に
熱
心
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ル
ソ
ー
の
「
エ
ミ
ー

ル
」
に
感
化
さ
れ
た
十
次
は
、
「
幼
児
は
あ
そ
ば
せ
児
童
は
学
ば
せ

青
年
は
働
か
せ
る
」
と
い
う
教
育
法
を
編
み
出
し
ま
す
。

や
が
て
十
次
は
、
寄
付
に
頼
ら
な
い
独
立
自
活
の
道
を
模
索
。
明

治
27
年
（
１
８
９
４
）
院
内
に
実
業
教
育
を
兼
ね
た
事
業
部
を
設
置

し
種
々
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
大
自
然

の
中
で
働
き
、
学
ぶ
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
、
故
郷
・
宮
崎
の
茶

臼
原
に
開
墾
、
移
住
を
開
始
し
ま
す
。
明
治
31
年
（
１
８
９
８
）
に

は
私
立
岡
山
孤
児
院
尋
常
高
等
小
学
校
を
開
校
。
大
正
元
年
（
１
９

１
２
）
に
孤
児
院
の
全
面
移
転
が
完
了
し
ま
し
た
。

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
１
月
30
日
。
持
病
の
腎
臓
炎
の
た
め
永
眠
。

初
孫
誕
生
の
電
報
を
受
け
た
後
の
こ
と
で
し
た
。
享
年
48
歳
。
葬
儀

は
、
国
内
の
知
人
名
士
を
は
じ
め
郷
土
民
の
会
葬
者
３
０
０
０
人
を

超
え
る
と
て
も
多
く
の
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
「
二
人

の
主
に
仕
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
の
聖
書
の
章
句
に
感
激
し
、
医
学

書
を
焼
き
医
学
校
を
退
学
。
孤
児
教

育
に
専
念
す
る
こ
と
を
誓
い
事
業
に

着
手
し
た
の
で
す
。

明
治
24
年
（
１
８
９
１
）
濃
尾

（
の
う
び
）
大
地
震
の
災
害
児
童
93

人
を
収
容
救
護
。
苦
境
に
屈
せ
ず
児

童
救
済
を
進
め
ま
す
。
明
治
39
年

（
１
９
０
６
）
東
北
地
方
大
飢
饉
。

孤
児
貧
児
、
戦
争
、
大
凶
作
で
親
を

失
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
受
け
入

れ
続
け
、
そ
の
数
は
存
院
１
２
０
０

余
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

高
鍋
町
の

石 井 十 次 ｜ Juji Ishii
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高
鍋
町
の

先
賢
と
文
化
財
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大
字
上
江
字
馬
場
原
に
あ
り
、
岡
山
県
医
学
校
に
入
学
す

る
ま
で
十
次
は
こ
こ
で
育
ち
ま
し
た
。

建
物
は
、
木
像
瓦
葺
平
屋
建
１
０
２
平
方
メ
ー
ト
ル

（
約
30
坪
）
の
広
さ
が
あ
り
、
当
時
よ
り
一
部
が
補
修
さ

れ
ま
し
た
。
邸
内
に
は
、
石
碑
と
案
内
板
が
あ
り
ま
す
。

石井十次立像

（高鍋町中央公園 東側）

歌
碑(

高
鍋
高
等
学
校

正
門
内
側

）

明
治
27
年
（
１
８
９
４
）

３
月
29
日
の
石
井
十
次
日
記

に
「
途
上
の
所
感
」
と
し
て
、

高
鍋
町
が
教
育
に
最
適
の
地

で
あ
る
と
讃
美
し
た
三
連
の

詩
が
あ
り
、
岡
山
孤
児
院
を

茶
臼
原
に
移
し
た
意
図
が
み

ら
れ
ま
す
。

高
鍋
高
等
学
校
創
立
50
周

年
の
事
業
と
し
て
同
校
同
窓

会
が
こ
の
詩
を
刻
み
、
昭
和

47
年
（
１
９
７
２
）
４
月
1

日
に
建
設
し
ま
し
た
。

石
井
十
次
が
男
女
の
孤
児
と
共
に
、
神
を
信
じ
力
強
く
生

き
よ
う
と
す
る
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
、
像
は
西
の
茶
臼
原

台
地
に
向
か
っ
て
建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
立
像
は
、

高
鍋
信
用
金
庫
が
寄
贈
し
ま
し
た
。

石井十次生家｜石井十次立像｜歌碑
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